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インフルエンザワクチンの計画的な供給に資することを目的として，2006/07年シーズンの
インフルエンザワクチンの需要予測を行った。
インフルエンザワクチン供給に実績のある医療機関など5,099施設を対象として，2005/06年

シーズンのインフルエンザワクチンの購入本数，使用本数，接種状況および2006/07年シーズ
ンの接種見込人数について調査を行い，2006/07年シーズンのインフルエンザワクチン需要見
込本数の推計を行った。
2006/07年シーズンのインフルエンザワクチン需要は，約2191万本から約2278万本と推計さ

れた。
2006/07年シーズンのワクチンメーカーの製造予定数は最大で2300万本であり，ほぼ需要に

見合う量の供給が行われるものと推測された。
インフルエンザワクチン，需要予測

Ⅰ

1998/99年シーズン以降，インフルエンザワ
クチン（以下，ワクチン）の不足がたびたび発
生しているが，ワクチンは，通常，製造に最低
６カ月程度，ワクチン製造のための受精卵を産
む鶏の準備から考えれば１年以上を要する1)2)

とされており，実際にワクチン不足が発生して
からでは対応できない。そのため，次シーズン
のインフルエンザの流行株のみならず，需要に
ついても的確な予測が必要となっている。
そこで筆者らは，2000/01年シーズン以降，

医療機関などに対してワクチンの接種状況と次
シーズンの接種見込人数の調査を行うことによ
り，次シーズンのワクチン需要の推計を継続的
に行っているが，本稿では，2006/07年シーズ
ンの需要予測の結果について報告する。

Ⅱ

日本医薬品卸業連合会の協力を得て，全国
の同連合会加盟の医薬品卸売業者が2003/04年
シーズンにワクチンを１本以上供給した医療機
関，老人保健施設，福祉施設75,997施設から，
都道府県を層として供給本数で系統抽出した
5,099施設に対して調査を実施した。調査票の
発送は，原則として2005/06年のインフルエン
ザシーズンに入る直前の2005年９月末までに行
い，返送はシーズン終了後に行うよう対象施設
に依頼した。
調査項目は，2005/06年シーズンのワクチン

の購入本数，使用本数，接種状況，次シーズン
（2006/07年）の接種見込人数等である。接種
状況は原則として接種ごとに接種者の年齢区分，
接種回数，接種日などを記入したリストの作成
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2005/06年シーズン 2004/05年シーズン 平均

予測
(人)

推計
(人)

予測
推計（％）

予測
(人)

推計
(人)

総 数
１歳未満
１～６歳
６～13
13～65
65歳以上

注 推計の総数には年齢区分不明を含むため，世代別の数値の合計とは一致しない。

予測
推計（％）

予測
推計（％）
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を求め，提出されたリストに基づき施設ごとに
属性別接種者数の集計を行ったが，一部施設か
らは属性別に集計された接種者数の提供を受け
た。なお，接種状況に関する項目は，前年度の
予測の検証と後述の次シーズンワクチン需要見
込本数の推計に使用する，世代別接種回数割合
を求めるためのものである。これらのデータを
もとに，ワクチンの購入本数，使用本数，次
シーズンの世代別接種見込人数の集計を行い，
母集団に対する回収率から母数の推計を行った。
ところで，本研究では2005/06年シーズンの

ワクチンの接種状況についても調査しており，
そこから推定される同シーズンの接種者数（推
計接種者数）と前年度に行った調査で予測した
同シーズンの接種者数（予測接種者数）を比較
すると，13歳未満では過大に，13歳以上では過
小に予測する傾向がみられた。前年度および
前々年度の調査データから，2004/05年シーズ
ンについても同様の傾向がみられたことから，
過去２シーズンの世代別の推計接種者数に対す
る予測接種者数の比の平均により，次シーズン
の世代別接種見込人数の推計値に対して，予測
のずれの補正を行った 。
また，本研究では2005/06年シーズンの使用

本数についての推計を行っているが，同シーズ
ンにおけるワクチン使用量は約1932万本である
ことが，公表されている3)。これまでの経験か
ら，両者には若干の相違がみられており，その
原因として，回答施設の偏りが考えられる。そ
こで，両者の比によって，さらに接種見込人数
の推計値に対して回答施設の偏りの補正を行っ
た。

補正前および補正後の接種見込人数からは，
都道府県別世代別見込接種率も算出したが，接
種率の算出に当たっては，2005年国勢調査の総
人口を用いた。
需要見込本数の推計に当たっては，ワクチン
の接種回数が１回または２回となっていること
を考慮して，接種回数の仮定を変えて需要量の
最小値と最大値を推計した。
接種回数は原則として13歳未満の者には２回，
13歳以上の者には１回または２回とされている。
そのため最小値の推計では，補正後の世代別接
種見込人数の推計値に対して，13歳未満は２回
接種，13歳以上では１回接種と仮定し，接種見
込延べ人数の推計値を求めた。最大値の推計で
は，13歳未満は同様に２回接種と仮定し，13歳
以上では接種状況の調査により求められた実際
の世代別接種回数の割合を当てはめて，推計値
を求めた。なお，１回当たりの接種量は薬事法
の用量に従い，１歳未満は0.1 ，１～６歳は
0.2 ，６～13歳は0.3 ，13歳以上は0.5
とした。ただし，インフルエンザワクチン１バ
イアル当たりの内容量は１ または0.5 で
あり，１回のみの使い切りまたは当日中の使い
切りとなっている。そのため若干の廃棄が生じ
ることになるが，本調査および前年度の調査の
結果から，廃棄率を実際の接種量の3.03％と推
定し，その分を上乗せした。
以上の推計はすべて都道府県ごとに行い，こ
れを合計して全国の推計値とした。また，需要
見込本数の表示は，ワクチン１本当たりの容量
を１ とした。なお，都道府県別の値につい
ては，標本サイズがかなり小さなところもある

ため，精度は低いことに留
意されたい。

Ⅲ

調査票回収施設数は
1,614で，調査票送付施設
（5,099）に対する回収率
は31.7％，調査対象母集団
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調査対象
母数
（施設）

購入本数 使用本数

回収数
（施設）

集計数
（本）

推計数
（本）

回収数
（施設）

集計数
（本）

推計数
（本）

注 1) 集計数は0.5 バイアルを１ バイアルに換算して本数を算出し，小数点以下
を四捨五入しているため，都道府県の合計が全国と一致しない場合がある。
2) 推計数は小数点以下を四捨五入しているため，都道府県の合計が全国と一致しな
い場合がある。

全 国

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬

埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野

岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山

鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡

佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄
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（75,997）に対する回収率は2.1％であった。

は，回答のあった施設の2005/06年シー
ズンのワクチン購入本数と使用本数を都道府県

別に集計し，母集団に対する回収率によって母
数の推計を行ったものである。
購入本数の全国合計は集計数が461,966本で，
推計値は21,620,788本であった。また，使用本
数の全国合計は集計数が438,213本で，推計値

は20,466,104本であった。

は，2005/06年シーズンの
接種見込人数を都道府県別世代別
に集計したものである。回収ベー
スで１歳未満が6,822人，１～６
歳 が 100,862 人， ６ ～ 13 歳 が
97,119人，13～65歳が370,810人，
65歳以上が321,462人であった。

は， の集計値を母集団
に対する回収率で除して都道府県
別世代別に接種見込人数を推計す
るとともに，その推計値を当該年
齢の2005年国勢調査総人口で除し
て見込接種率を推計したものであ
る。接種見込人数は，１歳未満が
346,687人，１～６歳が4,869,745
人，６～13歳が 4,681,245人，
13～65歳が17,962,617人，65歳以
上 が 15,123,339 人 で， 合 計
42,983,632人であった。

は， の都道府県別世代
別接種見込人数に対して，過去２
シーズンの予測のずれと回答施設
の偏りを補正したものである。予
測のずれについては， の推計
接種者数に対する予測接種者数の
比で除することにより，世代別に
補正を行った。回答施設の偏りの
補正については，2005/06年シー
ズンの使用本数約1932万本に対す
る同シーズンの使用本数の推計値
約2047万本 の比で除する
ことにより補正を行った。
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（表２から）
調査対象母数
（施設）

１歳未満 １～６歳未満 ６～13歳未満 13～65歳未満 65歳以上

回収数
（施設）

人数
（人）

回収数
（施設）

人数
（人）

回収数
（施設）

人数
（人）

回収数
（施設）

人数
（人）

回収数
（施設）

人数
（人）

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬

埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野

岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山

鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡

佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄

全 国
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その結果，接種見込人数は，１歳未満が
175,596人，１～６歳が3,986,716人，６～13歳
が4,029,299人，13～65歳が19,978,716人，65
歳以上が14,461,764人で，合計42,632,090人と
なった。また，見込接種率は，１歳未満が16.6
％，１～６歳が59.0％，６～13歳が69.9％，
13～65歳が23.1％，65歳以上が56.3％で，全体
では33.4％となった。

と は， の補正後の接種見込人数
に対して，仮定した接種回数，１回当たり接種
用量，推定廃棄率を適用して需要見込本数を推
計した結果で， が最小値， が最大値で
ある。
全国の需要見込本数の最小値は，１歳未満が
36,183本，１～６歳が1,643,006本，６～13歳
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全年齢 １歳未満 １～６歳 ６～13歳 13～65歳 65歳以上

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

全 国

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬

埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野

岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山

鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡

佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄

注 人数は小数点以下を四捨五入しているため，都道府県の合計が全国と一致しない場合がある。
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が2,490,832本，13～65歳が10,292,035本，65
歳 以 上 が 7,449,978 本 で あ り， 総 数 は
21,912,034本となった。
最大値の推計には，13歳以上に対して実際の

接種回数割合を当てはめた。全国値では，13～
65歳の２回接種割合が6.4％，65歳以上では2.4
％となっていた。都道府県別の最大値の推計に

は，都道府県別の接種回数割合を用い，その合
計を全国の最大値の推計とした。なお，若干の
接種回数不明がみられたが，それらは２回接種
として扱った。
最大値は，13歳未満では接種回数の仮定が同
じなので最小値と同じで， 13 ～ 65 歳が
10,964,148本，65歳以上が7,644,405本であり，
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全年齢 １歳未満 １～６歳 ６～13歳 13～65歳 65歳以上

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

全 国

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬

埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野

岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山

鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡

佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎

注 人数は小数点以下を四捨五入しているため，都道府県の合計が全国と一致しない場合がある。

鹿児島
沖 縄
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総数は22,778,573本となった。

Ⅳ

筆者らは本研究とほぼ同様の方法で，2000/
01年シーズン分から継続してワクチンの需要予
測を行っているが，過去の需要予測の結果と実

際の使用量を に示した。2000/01年～2002/
03年シーズンの予測は，実際の使用実績に照ら
してほぼ妥当なもの4)であったが，2003/04年
シーズンについては過小に予測していた5)。一
方，2004/05年シーズンについては過大に推計
しており6)，さらに2005/06年シーズンについ
ても2087万～2155万本の需要があるものと推
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（単位 本）

需要見込推計本数（最小値）

総数 １歳未満
(２回)

１～６歳
(２回)

６～13歳
(２回)

13～65歳
(１回)

65歳以上
(１回)

全 国

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬

埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野

岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山

鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡

佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄

注 小数点以下を四捨五入しているため，都道府県の合計が全国と一致しない場合がある。
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計6)したが，前述のように同シーズンの使用量
は1932万本3)とされており，推計値の下限でみ
ても約8.0％過大に予測したことになる。
そこでこれまでの予測内容を詳細に検討した

ところ，2000/01年～2002/03年シーズンにおい
ては，予測接種者数を過少に見積もっていたも
のの，13歳未満の１回当たりの接種量を実際の

使用量よりも多く，一律に0.5 と仮定したこ
とで，結果的に見かけ上，妥当な予測となって
いたことが判明した。また，2003/04年シーズ
ンの過少予測については，同シーズンに重症急
性呼吸器症候群（ ）が注目を集めたため，
ワクチン需要が急増したことに原因があると思
われる。

一方，2004/05年および2005/06
年シーズンにおいては，予測接種
者数全体としてはほぼ比較的妥当
な予測をしていたが，13歳未満に
ついては過大な予測 をす
るとともに，１回当たりの接種量
を一律に0.5 と仮定したため，
全体の需要見込として過大な予測
となっていた。
本研究における次年度の接種見
込人数は，現場の接種医の判断を
反映したものであるが，過去２
シーズンにわたって，13歳未満，
特に１歳未満の接種者数を過大に
予測する傾向がみられた。そのた
め，今年度の予測に際しては，接
種見込人数を過去２シーズンの予
測の実態を反映して補正すること
とした。
また，これまでは，１回の接種
で使い切れなかった端数について
は，廃棄されるものが多いのでは
ないかと考えて，これまでは13歳
未満についても，一律に１回当た
りの接種量を0.5 と仮定してい
たが，実際の廃棄量はもっと少な
いことが考えられた。そこで，過
去２シーズンについて，接種者リ
ストに基づく計算上必要となるワ
クチン量と使用本数との比較を
行ったところ，2005/06年シーズ
ンについては約1.26％，2004/05
年シーズンについては約4.81％が
廃棄されているものと推定された。
そこで，13歳未満についても薬事
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（単位 本）

需要見込推計本数（最大値）

総数 １歳未満
(２回)

１～６歳
(２回)

６～13歳
(２回)

13～65歳
(１，２回)

65歳以上
(１，２回)

全 国

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬

埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野

岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山

鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡

佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄

注 小数点以下を四捨五入しているため，都道府県の合計が全国と一致しない場合がある。
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法の用量どおりの接種量を適用するとともに，
廃棄率を過去２シーズンの平均値3.03％と仮定
し，需要見込本数の算出を行った。
今回のワクチン需要の推計に際して，過去の

接種状況を考慮した補正を行ったが，これは，
６シーズンに渡る継続した接種状況の把握に
よって初めて可能となったものである。ワクチ

ン需要には，突発的な出来事による急激な変化
が生じることもあるが，通常は一定の傾向の中
で緩やかに変化しており，このような変化を常
時追跡していくことが，需要予測に際して重要
であると考える。
以上の結果，2006/07年シーズンのインフル

エンザワクチン需要は，約2191万本から約2278
万本と推計された。ただし，こ
の予測は，あくまでも調査時の
社会状況等を前提としたもので
ある。新種のインフルエンザの
流行やその恐れについての報道
の状況等に変化がみられた場合
には，ワクチン需要に影響が及
ぶ可能性のあることに留意する
必要がある。
なお，本研究の一連の成果は，
別に実施されている一般住民へ
のワクチン接種意向調査等と共
に，厚生労働省のインフルエン
ザワクチン需要検討会に，毎年，
報告されており，次年度の接種
予測に活用されている。第10回
インフルエンザワクチン需要検
討会によれば，同検討会時点で
の2006/07年シーズンにおける
ワクチンのメーカーの製造予定
量は最大で2300万本となってお
り，ほぼ需要に見合うだけの供
給がなされるものと考えられて
いる3)。

本研究は平成17年度厚生労働
科学研究費補助金（医薬品・医
療機器等レギュラトリーサイエ
ンス総合研究事業）により実施
したものであり，調査にご協力
いただいた施設の方々および関
係者の皆様に深謝いたします。
また，第10回インフルエンザワ
クチン需要検討会の医療機関等
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DVD

「国民衛生の動向」「国民の福祉の動向」および「保険と年金の動向」の各創刊号から平成18年

（2006）版までを収載した を発売いたしました。

戦後から今日までの保健・医療行政，社会福祉行政および保険・年金制度の動向と関連統計

データを経年的にご覧いただけます。

研究室や図書館等において，関連資料・データの保管・参照利用にも最適です。

「国民衛生の動向」定価40,000円（税込）

「国民の福祉の動向」および「保険と年金の動向」定価 各30,000円（税込）

対応 （本製品は当協会からの直接販売です）

介護保険制度の概要および介護保険関連の主要事項をカラー図表でわかりやすく解説。

介護保険関連主要統計表を収載－各種時系列データ，介護サービス種類別データ等。

都道府県・保険者（市町村）別統計表を収載した - を添付。

Ｂ５判カラー印刷 331頁 定価 2,400円（税込）

ご注文はお近くの書店へ
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調査の結果は，本研究によるものである。
本論文の要旨は，第65回日本公衆衛生学会総

会（富山市）で発表した。
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